
SDGs（持続可能な開発目標）やESG投資（環境・社会・企業統治に配慮した企業への投資）といった
環境意識が世界的に高まるなか、大量生産・大量消費・大量廃棄の一方通行型の線型経済（リニアエコ
ノミー）から、持続可能な形で資源を利用する循環経済（サーキュラーエコノミー）への転換を目指す
取組が、政府や企業等によって進められています。循環経済とは、従来の３R（リデュース、リユース、
リサイクル）の取組に加え、設計・生産・利用・廃棄のあらゆる段階において、資源の効率的・循環的な
利用を図りつつ、付加価値の最大化を図る経済活動のことです（図表１）。類似の概念として、資源
の循環を通して環境への負荷を減らす「循環型社会」がありますが、循環経済では、環境への負荷を
減らすだけでなく経済成長や雇用創出を同時に実現しようという点が大きな特徴です。
循環経済へ転換を目指す背景には、世界的な人口増加・経済成長に伴い、資源・エネルギー・食料

需要の増大や廃棄物量の増加、気候変動をはじめとする環境問題の深刻化が世界的な課題となり、世界
経済全体として、一方通行型の線型経済は早晩立ち行かなくなるとの懸念があります。
わが国においては、2020年５月、経済産業省が「循環経済ビジョン2020」を策定し、循環型の経済

活動へ転換していくことが、環境と成長の好循環を生み出すための競争力の源泉であり、事業活動の
持続可能性を中長期的に高めることにつながるとして、その必要性を示しました。また、2021年
３月、環境省・経済産業省・経団連は、「循環経済パートナーシップ（略称J4CE ジェイフォース）」を
創設し、121社・14団体（2021年12月１日現在）の参加のもと、官民連携による国内企業等の循環経済
への更なる理解醸成と取組の促進を目指しています。
循環経済への転換に向けて鍵となるのが、①デジタル技術の発展、②市民・社会からの環境配慮要請

の高まりです。デジタル技術の発展に伴い、モノの生産・消費に依存しないサービスモデルへの転換が
進み、消費者意識の高まりによって環境配慮型製品やサービスの広がりが期待されます。企業が循環型
の事業活動を推進するためには、どのような立場から循環性の向上に貢献し（主体の属性）、取組に
よってどのような価値創造を目指すのか（取組の属性）を整理し、自社の特性や強みを活かした循環性
の高いビジネスモデルを構築することが重要であるといえます（図表２）。
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図表１ 循環経済（サーキュラーエコノミー）への
移行イメージ 図表２ 循環型の取組の類型化及び属性に応じた多様な

アクティビティ

（資料）環境省「令和３年版環境白書・循環型社会白書・生物多様性
白書」を基に三十三総研作成

（資料）経済産業省・環境省「サーキュラー・エコノミーに係るサステナブル・ファイ
ナンス促進のための開示・対話ガイダンス」を基に三十三総研作成

循環経済
（サーキュラーエコノミー）

線型経済
（リニアエコノミー）

図表 救命の連鎖
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①適応企業
“自ら”の事業活動
について、循環型
の取組を行ってい
る主体
②支援企業
技術・ソリュー
ションの提供によ
り“社会全体”の循
環性の向上に貢献
する主体

循環経済に
取り組む
主体の属性

①Reduce　
省資源・廃棄物の発生
抑制に資する取組
②Reuse/Efficient Use
製品等の長期使用・有
効利用に資する取組
③Recycle
資源の循環利用・再生
利用に資する取組
④Renewable
再生可能資源の利用に
資する取組

循環経済を実現
する取組の属性

例：
・Reduce設計
・IoTサービス
の提供を通じ
た設備の運転
効率・稼働率
の向上
・他社の副産
物・廃棄物の
再生利用
・再生可能資源
による素材の
提供

属性に応じた
多様なアクティ
ビティ（例示）
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命と時間
市民が行う一次救命処置は、突然の心停止、

もしくはこれに近い状態になった傷病者を社会復
帰に導くための方法であり、胸骨圧迫や人口呼吸
による心肺蘇生とAED（自動体外式除細動器）を
用いた電気ショックに加え、異物で窒息をきたし
た傷病者への気道異物除去からなります。生命の
危機に陥った傷病者を救命し、社会復帰させる
ために必要となる一連の行動と処置を「救命の
連鎖」（図表）といいます。「救命の連鎖」を構成
する４つの輪がすばやくつながると救命効果が
高まります。

わが国では119番通報をしてから救急車が現場に
到着するまでにかかる時間は全国平均で8 .7分
（令和元年）、三重県では8.3分（令和元年）であり、
救急車が現場に到着してから救急隊が傷病者に接
触するまでにはさらに数分を要するため、現場に居
合わせた市民による適切な一次救命処置の実施が
命を握る重要な鍵となります。また、令和元年の119
番覚知から病院収容までの全国所要時間は39.5
分、三重県では38.2分でした。

救急救命士制度
救急救命士制度は、1991年（平成３年）に病院

前救急医療体制のさらなる充実を図り、わが国の

救命率の向上を目指すことを目的として整備され
た制度です。救急救命士とは、厚生労働大臣の
免許を受けて、救急救命士の名称を用いて、医師
の指示の下に、救急救命処置を行うことを業と
する医療専門職です。制度発足以前は、救急車の
中での救急隊員による医療行為が禁じられ、傷病
者の搬送を主体とした業務であった為、失われた
命が多くあったという悲しい歴史があったのです。
それらをいち早く解消するために公的養成機関、
専門学校、大学において救急救命士の養成が行わ
れてきました。

救急業務の高度化推進に向けて
東海３県（愛知、岐阜、三重）における高等

教育機関における救急救命士の養成の現状は、
四年制大学では愛知県２校、岐阜県１校の計３校
で行われています。救急隊１隊の３人の救急隊員
のうち、１人以上を救急救命士として24時間365
日全ての救急事案で救急救命士が搭乗する体制と
している救急隊を「救急救命士常時運用隊」と
いい、三重県の人口減少や自治体の厳しい財政
状況などにより、救急救命士制度発足当初からの
目標であった養成が計画通りに進んでいない消防
本部や三重県南部の医療過疎地帯にとって、本学
が救急救命士の養成を行い優秀な人材を輩出する
ことは、当該自治体や医療機関にとっても有益な
ものになります。加えて、東海３県における救急
救命士養成の高等教育機関が唯一存在しない三重
県で本学が救急救命学科を設置することで空白県
の解消に貢献すると共に大学の社会的使命を充分
に果たすことができる学科となり、三重県の救急
医業務高度化推進の大きな力になるものと考え
ます。

（出典）日本救急医療財団「救急蘇生法の指針2020（市民用）」

心停止の予防 早期認識と通報 一次救命処置
（心肺蘇生とAED）

二次救命処置と
集中治療
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